
介紹

た
と
み
ら
れ
る
パ
リ
周
辺
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

特
に
そ
れ
は
ア
ッ
コ
ソ
陥
落
後
の
約
一
〇
年
間
を

中
心
と
す
る
短
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

十
字
軍
が
西
欧
に
与
え
た
文
化
史
的
影
響
に
つ
い

て
は
、
従
来
必
ず
し
も
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て

来
た
と
は
書
え
な
い
が
、
他
の
分
野
に
つ
い
て
も

こ
う
し
た
実
証
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
展
望
が
開
け
る
可
．
能
性
も
あ
る
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
写
本
の
彩
飾
と
い
う
限
ら
れ
た

事
象
に
関
し
て
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
短
命
な
が
ら

明
確
な
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
力
説
す
る
著
者

の
所
論
は
興
味
深
い
。

　
末
尾
に
は
、
本
文
中
に
述
べ
ら
れ
た
写
本
の
カ

タ
ロ
グ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
写
本
の
現
在

の
所
蔵
地
と
名
称
、
制
作
年
代
と
場
所
、
写
本
学

的
統
計
、
罫
線
の
図
解
、
装
飾
に
つ
い
て
の
略
述
、

参
考
文
献
、
由
来
、
装
飾
の
簡
単
な
分
析
等
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
。

　
全
九
六
頁
三
〇
一
二
曲
菓
に
及
ぶ
豊
嘗
田
な
写
真
は
非

常
に
貴
重
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
原
寸
大
で
採
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
絹
倹
っ
て
、
本
書
の
今
一
つ

の
眼
目
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
切
昌
。
げ
跨
巴

上
掲
書
を
始
め
既
に
他
の
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
単

独
で
読
む
場
合
に
は
少
し
わ
か
り
に
く
い
所
も
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
又
、
色
刷
り
が
僅
か
一

頁
の
み
で
あ
る
こ
と
も
甚
だ
残
念
で
あ
る
。
実
際
、

文
中
に
は
色
彩
に
つ
い
て
の
雷
魚
（
絵
の
具
の
色

ば
か
り
で
は
な
く
用
紙
の
色
等
に
つ
い
て
も
）
が

多
く
、
も
う
少
し
色
刷
り
頁
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
思
う
の
も
強
ち
望
蜀
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
（
一
壷
二
頁
　
写
真
九
六
頁
　
一
九
七
六
年

　
　
　
　
　
　
　
℃
旨
冒
8
8
昌
d
H
は
く
。
湯
謬
《
男
器
。
。
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
（
八
塚
春
児
　
京
都
大
学
研
修
員
）

切
。
舅
舘
8
Q
Q
Φ
℃
a
〈
9
ρ
》
壁
。
鴨
簿
9
”

卜
§
§
身
軽
鶏
G
・
嚇
ミ
蕊
蕊
§
帆
。
羊

犠
智
恥
ミ
㊦
ミ
逡
蹄
O

　
超
国
家
企
業
1
1
多
国
籍
企
業
の
問
題
は
、
今
日

の
低
開
発
諸
国
が
お
し
な
べ
て
直
面
し
て
い
る
最

大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

國
の
ぼ
あ
い
、
よ
り
具
体
的
に
は
米
国
系
企
業
）
。

メ
キ
シ
コ
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て

一
五
％
以
上
の
外
資
参
加
を
み
た
現
地
企
業
を
超

国
家
企
業
の
子
会
社
と
み
な
す
な
ら
ば
、
一
九
七

二
年
に
は
製
造
工
業
の
生
産
総
額
の
三
四
・
九
％

が
そ
の
よ
う
な
企
業
群
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
凋
①
讐
騨
p
畠
。
閃
a
言
胤
び
震
坊
門
ユ
巳
α
田
鼠
鍵
－

訟
器
N
同
論
影
σ
q
9
卜
蕊
§
N
特
§
簑
恥
ミ
§
§
§
賦
㌣

蓉
野
噸
お
M
ρ
や
誤
。
。
）
。

　
本
書
『
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
超
国
家
企
業
』
は
、

こ
の
今
欝
的
課
題
に
意
欲
的
に
取
り
く
む
メ
キ
シ

コ
大
学
院
大
学
国
際
学
セ
ン
タ
ー
所
属
の
研
究
者

三
島
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

セ
プ
ル
ベ
ダ
著
「
メ
キ
シ
コ
の
工
業
政
策
と
超
国

家
企
業
」
、
ペ
イ
セ
ー
ル
○
茜
ρ
娼
9
冨
8
巴
O
Φ

切
目
。
α
団
著
「
外
国
資
本
の
誘
致
（
一
九
五
三
一

五
八
年
）
」
と
メ
イ
ェ
ー
ル
リ
。
器
言
○
冨
Φ
矯
興
著

「
外
国
民
間
資
本
へ
の
抵
抗
－
石
油
の
ぼ
あ
い

（一

緕
O
八
i
五
〇
年
）
i
」
の
三
篇
で
あ
る
。

第
一
の
セ
プ
ル
ベ
ダ
論
文
は
現
状
分
析
的
・
政
策

提
重
的
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
歴
史
分
析
的
な

他
の
二
篇
を
紹
介
し
た
い
。

　
一
九
三
八
年
三
月
の
メ
キ
シ
コ
石
油
産
業
国
有

化
が
世
界
石
油
産
業
史
に
の
こ
る
画
期
的
な
出
来

事
だ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
被
収
用
資
産
に
関
す
る
補
償
協
定
の
締
結
（
一

九
四
二
年
）
後
も
、
石
油
産
業
経
営
へ
の
復
帰
を

は
か
る
米
國
系
国
際
石
油
資
本
と
、
収
用
以
後
の

メ
キ
シ
コ
石
油
公
社
の
運
営
に
苦
し
む
メ
キ
シ
コ

政
府
と
の
あ
い
だ
で
静
か
な
闘
争
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
一
九
四
〇
年
代
の
紛
争
を
「
第
二
の
石
油
戦

争
」
と
呼
ぶ
メ
イ
ェ
ー
ル
論
文
は
、
い
わ
ぼ
「
第
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一
の
石
湘
戦
争
」
を
扱
っ
た
彼
の
主
著
『
石
油
紛

争
の
な
か
の
メ
キ
シ
コ
と
米
翻
（
一
九
～
七
…
四

二
年
）
』
（
拙
鐸
識
s
受
ご
恥
肉
災
貸
§
偽
9
職
§
砺
§

ミ
8
励
儀
ミ
。
意
顕
、
ミ
ミ
ρ
回
盲
メ
δ
お
る
質
q
①
α
こ

H
㊤
鳶
）
の
補
論
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
米
国
国

務
省
お
よ
び
メ
キ
シ
コ
外
務
省
の
外
交
資
料
を
駆

使
し
た
実
証
研
究
で
あ
る
。
こ
の
「
戦
争
」
は
、

ふ
た
た
び
経
営
参
加
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う

意
味
で
は
、
圏
際
石
油
資
本
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
の
工
業
化
に
と
も
な
う
国
内
需
要
の
増

大
に
よ
っ
て
販
路
聞
継
は
解
決
さ
れ
、
ま
た
メ
キ

シ
コ
政
府
部
内
の
附
発
優
先
派
（
復
帰
容
認
説
）

と
国
家
統
制
派
（
復
帰
厳
禁
説
）
と
の
妥
協
の
産

物
で
あ
る
「
危
険
負
担
契
約
o
o
暮
毒
8
。
。
鼠
①
。
。
α
q
o
」

方
式
の
採
田
川
の
結
果
、
国
有
化
原
則
を
損
な
う
こ

と
な
く
、
米
国
の
独
立
系
石
油
資
本
か
ら
最
低
限

必
要
な
資
本
お
よ
び
技
術
が
一
時
鮒
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
石
油
・
電
力
・
運
輸

・
通
儒
・
銀
行
な
ど
の
璽
要
部
門
は
多
か
れ
少
な

か
れ
園
家
統
制
の
も
と
に
置
か
れ
る
と
い
う
外
資

政
策
が
し
だ
い
に
定
着
し
た
。

　
一
方
ペ
イ
セ
ー
ル
論
文
は
、
一
九
五
三
－
五
八

年
に
外
資
誘
致
に
よ
る
輸
入
代
替
工
業
化
路
線
が

確
立
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
外
的
要
因
と
し

て
、
朝
鮮
戦
争
後
に
は
じ
め
て
米
国
政
府
お
よ
び

実
業
界
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
域
内
先
進
諸
国
の

国
内
難
場
向
け
工
業
投
資
の
可
能
性
を
検
討
し
は

じ
め
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
分
析
の
重

占
崩
は
、
　
国
・
内
灘
熟
困
の
劔
群
明
に
置
か
れ
て
い
曽
O
。
　
ペ

イ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
代
初
め
か
ら

の
工
業
化
に
よ
る
経
済
成
長
が
一
九
五
三
年
に
と

だ
え
る
と
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
、
累
進
的
税
制
改

葬
に
よ
る
愚
管
再
分
配
政
策
に
訴
え
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
、
消
費
文
明
の
享
受
を
の
ぞ
む
上
流
お

よ
び
中
産
階
級
の
要
請
に
応
じ
る
耐
久
消
費
財
・

中
間
財
の
輸
入
代
替
工
業
化
を
績
極
的
な
外
資
誘

致
に
よ
っ
て
進
め
る
ほ
う
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
メ
イ
ェ
ー
ル
と
ペ
イ
セ
ー
ル
の
両
者
に
共
通
す

る
も
の
は
、
メ
キ
シ
ロ
の
経
済
的
従
属
が
そ
の
形

態
を
変
え
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
視
点
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
ご
ろ
ま
で
に
石

油
産
業
な
ど
の
伝
統
的
輸
出
産
業
に
お
け
る
従
属

の
段
階
を
ほ
ぼ
克
服
し
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
だ
い
に
新
し
い
従
属
、
輸
入
代
替
工
業
化
を
通

じ
て
の
従
属
に
お
ち
い
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
批
判
的
な
メ
キ
シ
コ
現
代
史
像
が

生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
〃
メ
キ
シ
コ
の
奇
蹟
”

の
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
の
輸
入
代
替
工
業
化
路
線

が
一
九
七
〇
年
代
に
破
綻
し
、
エ
チ
ェ
ベ
リ
ア

い
鼠
ω
国
魯
。
く
①
三
ρ
》
零
墨
。
N
前
政
権
（
一
九
七

O
l
七
六
年
中
　
も
　
「
籠
叩
＝
　
世
田
介
外
交
け
Φ
目
O
①
7

日
量
象
。
。
日
。
」
な
ど
の
一
連
の
〃
改
革
”
に
着
手
し

た
と
い
う
憶
見
状
況
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の

〃
改
革
”
に
た
い
す
る
批
判
的
考
察
の
例
と
し
て

は
、
ペ
イ
セ
ー
ル
自
身
の
「
一
九
七
〇
年
代
の
メ

キ
シ
コ
と
対
米
関
係
」
（
冒
ぎ
○
◎
¢
2
卿
閃
7

0
財
錠
口
閑
■
鴨
ρ
σ
q
①
嵩
Φ
房
‘
ト
ミ
帆
嵩
鼠
ミ
ミ
帖
ミ
§
蕊

燃
ぎ
q
｝
ミ
ミ
要
ミ
題
、
§
馬
G
壽
§
磯
§
恥
ぎ
ミ
塾

ら
ミ
尋
ミ
ミ
窒
お
課
）
を
あ
げ
た
い
。

　
と
も
あ
れ
純
粋
の
多
國
籍
企
業
誌
と
は
い
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
専
門
研
究
そ
の
も
の
が
い

ま
だ
豊
富
で
な
い
メ
キ
シ
コ
現
代
史
研
究
に
と
っ

て
、
本
書
は
貴
重
な
貢
献
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
一
六
七
習
貝
　
　
一
九
七
四
庸
＋

　
　
累
。
鉱
8
Q
ξ
．
壁
0
9
0
α
q
ゆ
。
㎝
o
ジ
頴
巴
8
）

　
　
　
（
青
木
芳
夫
　
メ
キ
シ
コ
大
学
院
大
学
研
修
貴
）

ル
ー
ミ
ー
著
・
井
歓
圃
俊
彦
訳
・
解
…
説

『
ル
ー
ミ
ー
証
暇
録
』

　
ル
ー
ミ
ー
（
一
二
〇
七
～
一
二
七
三
、
し
ご
巴
犀
ゲ

生
ま
れ
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
生
ん
だ
屈
指

の
神
秘
主
義
詩
人
で
あ
り
、
現
ト
ル
コ
共
和
国
の

都
市
囚
O
⇔
《
㊤
を
本
拠
と
す
る
神
秘
主
義
マ
ウ
ラ

ウ
ィ
ー
（
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
）
教
団
の
創
始
者
と
し
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